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～大学生の力を活用した地域活性化事業～

宮城大学生グループが中山自治会（旭地区）を訪れました

※地域の話題がありましたら、岩代地域集落支援員 電話６５－２７７７までご連絡ください。

九
月
二
十
五
日
・
二
十
六
日
、

宮
城
大
学
の
宮
﨑
義
久
先
生
と

ゼ
ミ
「
宮
﨑
っ
子
」
の
学
生
六

人
が
旭
地
区
を
訪
れ
、
住
民
と

の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
は
、
福
島
県
に

よ
る
「
大
学
生
と
集
落
の
協
働

に
よ
る
地
域
活
性
化
事
業
」
の

一
環
。
昨
年
度
の
中
山
自
治
会

長
、
斎
藤
隆
博
さ
ん
が
「
地
域

の
た
め
に
何
か
を
し
た
い
！
」

と
声
を
上
げ
、
二
年
が
か
り
で

実
現
に
至
り
ま
し
た
。
二
日
間

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

～25日＆26日～

農家を訪問

～25日～

名目津温泉へ

～26日～

旭小学校訪問

↑「縄文の話が印象的でした！」

＜りんどう＆トマト栽培を見学＞
～25日～

地域を知る講座

郷土歴史研究家の日下部善己
先生による旭地域の歴史講座
を受講。縄文～戦国～近代～
現代と悠久の時を遡り、広い
視野で地域を学びました。

↑トマトを栽培中のビニー
ルハウスを見学しました。

▲夜は地元の有志が参加。大学生とワイワイ話をしました。

↓物語制作中の様子を見学。

旭小学校を訪問。全校生が10人とい
う学校での複式クラスを見学し、子
どもたちと交流しました。最初はう
つむいて恥ずかしそうにしていた子
どもたちもだんだんと慣れて、楽し
い時間になりました。

▶大柱の出口付近。塩の道は交差点を
荒井方面へ向かい供中大橋へ続きます

●25日スケジュール
➡道の駅「さくらの郷」に集合
(昼食は地元産十割蕎麦)➡「地域
を知る講座」に参加➡農家訪問
(花＆トマト栽培)➡名目津温泉へ
（入浴体験）➡空き家に宿泊
（地元の人との交流会）

●26日スケジュール
➡早朝の散策＆草刈体験➡農家
訪問（りんご栽培）➡旭小学校
訪問➡道の駅「さくらの郷」(昼
食は短黒牛他)➡日山キャンプ場
➡日山パークゴルフ場（プレイ
体験）

参加自治会・団体等を募集

「大学生との協働による地域
活性化事業」に興味のある方
は、集落支援員までご連絡を
お願いいたします！

福島県では平成21年度から大学生の力
を活用した地域活性化事業に取り組み、
これまでに96集落・96グループが参加し
ました。主な大学は、福島大学、東北大
学、獨協大学、宇都宮大学、東洋大学、
宮城大学などです。
集落（地域団体・行政区）と大学のマ

ッチングによる集落復興支援事業の年ご
との概要は、以下の通りです。
★1年目：集落の実態調査・活性化策提案
★2年目：活性化策に基づいた実証活動

来年度も参加集落や団体の募集が行わ
れる見込みです。興味のある集落や団体
の方は、集落支援員までご連絡ください。

☎６５－２７７７（岩代支所内）
担当／安斎・佐久間・菅野

秘湯、名目津温泉へ。熱め
のお湯で汗を流しました。

田沢の農家を訪れ、トマト栽培とりんど
う栽培の歴史、こだわりなどのお話しを
聞きました。甘いトマトに感激の声も！

＜りんご栽培を見学＞

百目木のりんご農家を訪問。最初に斎
藤さん親子から話を聞き、数種類のりん
ごを試食。「美味しい！」「味も食感も香
りも違う！」と驚いていました。

↑長持ちすることで知ら
れるリンドウをもらって、
大喜び。髪に飾ったりポ
ーズをとったりして写
真を撮りました。

↑卒業生が制作した壁一面の絵画を前に記念撮影。
「今年もビッグアートを制作中なので、旭地区の魅
力を色紙に書いてください」と生徒さんがお願い。
学生の皆さんは喜んで色紙に書いてくれました。

★大学生の声★
「ふるさとの祖父母の家
に帰ったときのような懐か
しさにあふれた時間でした」
「旭小の子どもたちが手を振っ
て見送ってくれたシーンが心
に残っています。また冬に
子どもたちに会いに

来たいです！」

★大学生の声★
「地域で頑張っている農家さ
んや新規就農者の十代の若者たち

に出会えたことが嬉しい！元気をも
らいました」「自然が豊かで人が温
かい旭地区でした。この地域を元気
にできるようゼミの仲間たちと
アイデアを出し合っていくの

が楽しみです」

↑大型ドローンを飛ばし
てもらいました。

↓お店を準備。
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※地域の話題がありましたら、岩代地域集落支援員 電話６５－２７７７までご連絡ください。

昨
年
春
に
サ
ロ
ン
活
動
を
始

め
た
『
ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン
』
で

は
、
市
の
高
齢
福
祉
課
に
講
師

派
遣
を
依
頼
し
、
九
月
十
八
日

に
「
栄
養
講
座
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
は
地
域
活
動
栄
養

士
の
小
濱
さ
ん
。
「
今
日
か
ら

「
岩
代
の
い
い
と
こ
ろ
を
本
気
で
子
ど
も
達
に
伝
え
て
い
く
こ
と
。

岩
代
に
住
む
大
人
世
代
と
し
て
実
践
し
て
い
き
た
い
で
す
」

杉
沢
在
住

矢
内
千
秋
さ
ん

岩
代
の
女
性
発
☆
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
／

私
は
岩
代
で
生
ま
れ
て
岩
代
で
育

ち
、
両
親
と
自
分
と
子
ど
も
二
人
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

小
さ
い
頃
は
父
と
近
所
の
沢
に
沢

蟹
を
取
り
に
行
っ
た
り
、
田
ん
ぼ
に

タ
ニ
シ
を
取
り
に
行
き
味
噌
汁
に
入

れ
た
り
し
ま
し
た
。

春
に
は
フ
キ
や
ウ
ド
で
佃
煮
や
酢

味
噌
和
え
、
秋
に
は
豆
ダ
ン
ゴ
の
炊

き
込
み
ご
飯
や
ア
ケ
ビ
と
い
っ
た
岩

代
の
自
然
を
食
べ
て
育
ち
ま
し
た
。

遊
び
は
、
外
で
蟻
の
観
察
を
し
た
り

山
に
行
き
探
検
し
た
り
、
冬
に
は
腰

く
ら
い
ま
で
積
も
っ
た
雪
で
か
ま
く

ら
や
雪
ダ
ル
マ
を
作
っ
た
り
し
ま
し

た
。し

か
し
、
東
日
本
大
震
災
の
原
発

事
故
が
あ
り
、
放
射
能
の
影
響
で
な

か
な
か
そ
う
い
っ
た
自
然
の
食
べ
物

を
食
べ
る
機
会
が
減
っ
た
り
、
外
で

遊
ぶ
事
も
少
な
く
な
り
、
人
の
入
ら

な
く
な
っ
た
山
は
草
木
で
覆
わ
れ
、

今
で
は
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
も
出

来
な
く
な
っ
た
土
地
も
あ
り
ま
す
。

よ
く
湧
き
水
を
飲
み
に
行
っ
た
所
は

水
も
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

岩
代
の
い
い
所
は
自
然
で
す
。

空
気
が
綺
麗
で
水
や
食
べ
物
も
美

味
し
く
、
心
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。

▲ほっこりサロンの8名の皆さんと講師の小濱さん。

し
か
し
、
二
十
歳
の
長
男
は
震
災

と
コ
ロ
ナ
で
外
で
遊
ぶ
こ
と
も
少
な

く
育
ち
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
世
代

に
岩
代
の
魅
力
を
伝
え
た
り
、
こ
れ

か
ら
一
緒
に
経
験
さ
せ
た
り
す
る
こ

と
が
、
ど
ん
ど
ん
人
口
が
減
少
し
て

い
る
岩
代
に
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

今
の
現
状
で
岩
代
に
住
み
続
け
た

い
と
思
う
子
ど
も
達
は
ど
れ
だ
け
い

る
で
し
ょ
う
か
？

私
達
大
人
世
代
で
住
み
続
け
た
い

と
思
っ
て
る
人
は
ど
れ
だ
け
い
る
で

し
ょ
う
か
？

子
ど
も
達
が
い
な
け
れ
ば
地
域
が

活
性
化
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
岩

代
の
強
み
は
何
な
の
か
、
こ
れ
か
ら

ど
う
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
。
本
気

で
大
人
が
考
え
て
子
ど
も
達
に
伝
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

☆射手座・A型 ☆趣味：料理
☆休日の過ごし方：娘と母と３人で女子会
☆夢：軽バンで日本中を旅する事。

孫を抱っこして「子どもじゃなく孫
なんです～」って言うこと。

「栄養講座では、自分
や家族の健康を守るた
めに日頃、心がけると
よいことをたくさん
学びました！」

手芸好きの仲間が集まって結成。栄養講座も自分事として貴重な情報でした♪

始
め
る
低
栄
養
予
防
」
と
い
う

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
と
に
、
高

齢
に
な
る
と
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
栄
養
が
足
り
な
い
状
態

に
な
る
こ
と
や
そ
の
原
因
、
対

処
法
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
フ
レ
イ
ル
予
防
と
し
て
、

人
と
つ
な
が
る
こ
と
、
体
を
動

か
す
こ
と
、
偏
り
な
く
食
材
を

食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
が
語
ら

れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
熱
心

に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

山
口
正
美
さ
ん→

矢
内
千
秋
さ
ん

サロン
訪問記

田
沢
集
会
所
で
毎
月
木
曜

日
に
活
動
し
て
い
る
『
ほ
っ

こ
り
サ
ロ
ン
』
。
今
回
は
、

「
栄
養
講
座
」
。
会
員
の
皆

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ．会の楽しみは？
➡「毎月会っておしゃべりするの
が楽しみ！」

➡「サロンができたことで、周り
とのつながりができて嬉しい」

➡「カゴ作りを中心に、色々な活
動がみんなと一緒にできるのが
とっても楽しいです」

Ｑ．今後の予定は？
➡「10月は、車に乗り合わせて菊
人形を見に行く予定です！」

ほっこりサロンの皆さ
んに聞いてみました♪

「カゴ作りをしなが
らおしゃべりも弾みま
す。やり方が分からな
いところは、会員同

士で教え合ったり
することも。

●通常の活動内容について

サロン代表の遠藤京子さんが中
心となりクラフトバンドのカゴ
作りをしています。皆さん、そ
れぞれ好きな色柄のオリジナル
デザインに挑戦中だそうです♡


